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IntelligentCafeの運営とコーディネーション能力の育成
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<要旨>

本校ではスーパーサイエンスハイスクール事業の一環として,現在IntelligentCafeを運営している｡ この活動は生

徒の柔軟な発想を育成すること,知的な議論が自由に行える空間を創出すること,そして生徒たちの既成概念を打破で

きる実験的な活動が行えることを目標として企画された｡しかし,生徒たちと共に運営を進めていく中で,htelligent

Cafeは総合的なコミュニケーション能力としての"コーディネーション能力"の育成の場となり得ると考えるのである｡

4月からスタッフの生徒たちを中心にカフェ討論会や東北スタディツアー,様々な企画を実施してきた｡その中で

スタッフたちは校内外の様々な人たちとコミュニケーションをとりながら,確実にコーディネーション能力を向上さ

せている｡ また,スタッフたちは,特に外部の人たちと新たにネットワークを広げることも出来ており,Intelligent

Cafeがヒューマンネットワークの拠点にもなり得ることが分かった｡しかし,活動に対する評価方法の確立や,校

内の生徒全体に対する教育効果の還元性の問題など課題も多く残っている｡

<キーワード> IntelligentCafe(In-ca庄) コーディネーション能力 知のコラボレーション

｢教えない｣の徹底 東北スタディツアー カフェ討論会3.ll+560日の若者たち

1 はじめに

本校は,平成24年度より文部科学省指定スーパーサ

イエンスハイスクール (以下SSHと表記)に採択され,

その事業の一環としてIntelligentCafe(以下In-cafeと

表記)を運営している｡ この活動は当初,生徒の柔軟な

発想を育成すること,知的な議論が自由に行える空間を

創出すること,そして生徒たちの既成概念を打

破できるような自由で実験的な活動が行える

ことを目標として企画された｡しかし,生徒

たちと共に運営を進めていく中で,In-cafeは

生徒にとって新たな学びの場になりうるとい･

うことを我々は強く意識 し始める｡つまり総

合的なコミュニケーション能力としての "コー

ディネーション能力"の育成の場としての機

能をIn-cafeは担っていると考えるのである｡

2 hte=gentCafeとは･･･

2-l Intel一igentCafeの理念

本校SSHでは ｢forall(forallstudents,for

allsubjects;すべての生徒にすべての教科で)｣･

｢sULE(Scienti丘cUniversalLogicforEducation｣のテー

マのもと,生徒が "キーコンビテンシー"を獲得するた

めの教材開発について取り組んでいる｡ 具体的には ｢特

講科学の方法｣,｢IntelligentCafe｣を中心に ｢実践的英

語力育成｣,｢科学的探究力育成｣も含めた4本を軸に動

き始めたところである (図1)｡

1東京大学大学院学際情報学府

2東京学芸大学附属高等学校校長 -97-

図1学芸大学附属高校SSH概念図
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In-cafeの理念は,その名の通 り,"知 (intelligence)

のコラボレーション"である｡ 授業だけでは解決できな

い疑問や素朴な疑問について,生徒が教師や専門家とと

もに自由に考えられる空間であり,また,生徒たちが自

由に発想し,自由に行動することができる空間として計

画された｡このような活動を通して,生徒の柔軟な発想

を育成することと,知的な議論が自由に行える空間を創

出することを目的としている｡ そして,さらには生徒た

ちの既成概念を破壊できる実験室のような場所として考

えられている｡このような活動を行う背景には,さまざ

まな知識,さまざまな経験,さまざまな人との繋がり,

それらすべてに基づいて人の能力は創られ,これが柔軟

な発想や思考といった研究の下地を形成すると考えるた

めである｡つまりIn-cafeの活動で得たすべてのものが,

後の研究の下地となると考えているのである｡

2-2 lntelLigentCafeの特徴

2-1に示したような理念を実現させるために,In-cafe

の運営には大きな特徴がある｡ それは運営のほぼ全てを

生徒に委ねている点である (図2)｡生徒たちがやりた

いことを自由に実現できることを担保するために,教師

側はできる限り手を出さないようにしている｡ 日頃生徒

たちは,"学校"という大人 (教師)の用意した空間の

中で生活している｡ そのためどのような活動をするにし

ても,教師の意図するように動こうとする｡ つまり "学

校においては教師の意図するように動くことが正解であ

る"という無意識の既成概念が生まれている｡ したがっ

て,このような既成概念を打破するために,"知のコラ

ボレーション"というコンセプトは与えたものの,運営

スタッフの組織作り,企画の立案,空間デザインなど決

断の多くの部分を生徒たちに委ねた｡生徒たちが議論を

する際も決定には口を出さないため,教師が思うように

効率よく議論が進まないことも見られたが,そこでも教

師は粘 り強く生徒たちに付き合った｡

ただし,生徒が好き勝手に活動しているだけではない｡

図2の概念図を見ても分かるが,生徒たちは具体的な目標

(企画の成功など)の達成のために活動しているのに対し,

教師はその目標の達成だけでなく,2-1に示した理念の実

現や様々な能力の開発などを見越し,生徒たちの活動を大

きく包含しながらIn-ca長の運営を行なっているのである｡

2-3 lnteJligentCafeで育成できる能力

前述のようにIn-ca良は "コーディネーション能力"

育成の場と捉えている｡ コーディネーション能力とは,

具体的には以下の5つの能力と定義する｡

S,T<｡-タ♭スな萎架

図2IntelligentCafe運営の概念図
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①現状把握力 :企画の立案や環境の整備などにお

いて広い視野から考えることができ,目標の実

現のためには何が問題なのかを分析できる能

力｡また計画を実行に移せば,それを省みて,

次の実行に活かすという循環を繰 り返すこと

で,より良いものをつくりあげる習慣｡

(∋先見性 :どのような企画や環境が皆の望むもの

なのか,ニーズを分析する能力｡またニーズに

合わせるだけでなく,時に皆にとって有用なも

のを見出したり,問題を提起したりする感覚｡

③実行力 ･計画性 :企画や環境整備の実現に向け

て,計画的かつ忍耐強く実行に移す能力｡また

机上の議論に終始することなく,行動すること

を恐れない軽いフットワークカ｡

④解決的コミュニケーションカ :企画や環境がより

良いものになるよう皆で議論し,様々な制限の中

で最良の選択に向けて意見をまとめていける能力｡

⑤ボーダレスな感覚:年齢や国籍,障害など,様々

な面で異なる人たちと付き合うことができ,多

くのボーダーに対して偏見なく飛び越えていけ

る柔軟な感性｡
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3 lntelligentCafeでの活動記録と

コーディネーション能力育成

ここでは4月から半年あまりの活動を紹介すると共

に,In-cafeでの活動を通して,生徒たちが実際にどの

ような能力を獲得してきたか,生徒の変容の様子も示す｡

半年間のIn-cafeでの活動をまとめたものが表1である｡

表1 IntelligentCafeの活動

日韓 タイトル 主な主催者 区分

4/23 lnteI栂entCafe%デザインしよう! !n-caf轟 ln - c a

4/27 Inte=gentCafeをデザインしよう! ln-caf卓 ln:-caf凄

5/ー hte晦帥tCafeをデザインしよう至 in-Oaf lrrcafe

5/+ー 化学グランプリの案内 化学科 科学

5/7-ll 1n-caieス女心ナ会意 ln-ca ln-ca

5/由 化学グランプリの案内 化学科 科学

5/14-18 太陽メガネをつくろう! 地学科 科学

5/29 YakUnivers托y来校 英語科 濁際

6/4 ln-cafeスタッフ会津 ln-cafe lnJ-Ca

8/■ー8 ジャズ研演嚢虫 ジャズ研 文化

6/18 読者食 国語科 文化

6/ー9-20 座談会.教育実習生と話そう! tn-caf卓 交流

S/21 In-cafeスタッフ会議 (8EYOND311) !n耕¢af轟 lrrca

6/22 ssH発表会プレゼンリハ-サル SSH その他

6′25 読者会 国語科 草紙

6/25 ケ甲アチア化学教員来校 化学科 琴際

6/29 トークセッション｢異文化体験｣ ln-caf岳 交流

7/2-6 七夕を楽しむ きp In-caf岳 その他

7/2 読畢会 国語科 文化

7/ー7 東大女子進学率を上げる ! 本校oG キャリア

8/6 in-cafeスタッフ会議(BEYOND311) in-ca TnTCaf岳

gf_22 申フエ討論会T3.ー1+5甲早や若者た与J 王n二甲托 琴革

Bj由 トークイベシト｢字音に如由生命体はいるか?j 校轟 科学

9′24 読者会 国語科 文化

9/25 心理学講座 in-caf卓 心理

10/10 落研落語+ウイ研クイズ大金 落研,タイ研 文化

10/ー5 トークイベント｢恋愛論 j trrca 文化

10/ー6 心理学部座 ln-ca 心理

10++7 カ_㌢ポジアシンポジウム説明会 美野.世界史 革準

ー0/29-1ー/2 重義ゐ女化錐寮について 本校生 交流

ll/4- 東北地方写真展 本校oG 文化

ll/5 トークイベントr地車オリンピックやアルゼンチン｣ 地学科 科学

ll/9 110min.talkrwhat†Sロリコンj 本校生 文化

-ll/20 心理学沸座 in-caf岳 心理

10/22 ーOmin.ta批rホグワ-ツ論 j 本校生 文化

-99-
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3-1lnteLligentCaf6初期 (2012.4.23-5月)

311-1lntelligentCafeにおける2つのデザインの必要性

In-cafeは,｢知 (intelligence)のコラボレーション｣

という活動を目的とした空間である｡ 具体的には,生徒

が授業だけでは解決できない疑問や素朴な疑問につい

て,教師や専門家とともに自由に考えられる空間であり,

生徒たちが自由に発想し,自由に行動することができる

空間を目指している｡本校の教室の構造は,前に黒板と

教壇と教卓があり,中心には生徒が座るための全面に向

かった机が並んでいるものが一般的である｡ また,廊下

側の壁は前後に扉が設置されており,基本的にはクラス

単位で区切られている｡ このような空間は一斉授業には

向いているが,本目標である知のコラボレーションは起

きにくいと考えられる｡In-cafeを実施する教室も同様

の構造であったため,根本的な空間デザインが必要とな

る｡ 同様に,一斉授業で生徒が行う板書の書き写しや課

題に対するグループディスカッションとは異なる新しい

活動デザインも行う必要がある｡

3-1-2 lnteHgentCafeの空間デザイン

本取り組みでは,知のコラボレーションを促進させる

In-cafeの空間のデザイン要件として,(1)オープンスペー

スを作る,(2)リラックスできる工夫を施す,(3)専門的な

知識にアクセスできる環境を作る,(4)会話の連鎖を生み

やすい家具配置にする,(5)議論したことを残す仕組みを

作る,の5点を重視した｡以下では,各デザイン要件の

詳細と実際のデザインを紹介していく｡

(1)オープンスペースを作る

山内ほか (2010)の研究によると,オープンスペース

には既存の境界線を暖味にさせ,様々な人の交流を促進

させる効果があると指摘されている｡ そこで,廊下を歩

いていても中の様子が見えるような空間にすることが効

果的だと考えられる｡ これにより,廊下を歩いている

色々な教師や生徒が,中で行われている活動やイベント

に興味を持ったり,In-cafeに入ることを促せたりでき

ると考えられる｡ また,議論や活動が煮詰まっている時

にIn-cafeにいる生徒達が外を歩いている色々な科目の

教師を中に呼ぶことも促進できると考えられる｡

そこで,まずはIn-cafeを実施する教室の ドアを撤去

し,廊下を歩く人が中を覗けるようにした｡図3はイベ

ント開催中の様子を,ドアを撤去した空間から生徒が覗

いている写真である｡

図3 イベントを覗く生徒達の様子

(2)リラックスできる工夫を施す

妹尾 ･阿久津 ･野中 (2001)の研究では,社内の空間

において,偶発的なメンバーでのアイデアが構築される

のは飲料コーナーなどのリフレッシュゾーンであるとし

ている｡ これより,In-cafeに飲食コーナーとしての機

能をもたせることで,生徒にIn-cafeは通常の教室空間

と異なるものだという認識を持たせ,リラックスした雰

囲気の中で自由な議論や意見交換が行えるようになると

考えられる｡ そこで,In-cafeでは活動中のテーブルに

お菓子や飲み物を配置するようにした｡

(3)専門的な知識にアクセスできる環境を作る

In-cafeは知のコラボレーションを目的としているため,

単なる個々人のお喋りに終始したり,専門的知識の不足

が原因で議論が進まなかったりする事態に陥ることは望

ましくない｡つまり,In-cafeでの議論の質を向上させる

ためには,生徒が必要な時に自由に専門的知識にアクセ

スできる環境構築が重要だということである｡そこで,

図書館や教師が所有している本を平積みできるスペース

を設置したり,インターネットにアクセスできるように

In-cafe専用のノートPCを用意したりした｡図4は書籍

-100- 図4 本を平積みできるスペース
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を平積みできるスペースで,その時期の議論テーマの関

連書籍や,イベントを行ったゲストが勧める書籍が置か

れている｡

(4)会話の連鎖を生みやすい家具配置にする

ソーヤー (2009)の研究によると,創造的なアイデア

が生まれるには,色々な分野の人の会話を連鎖させるこ

とが重要であると指摘されている｡In-cafeでも会話の

連鎖を促進させることは必要なため,空間の基本コンセ

プトは円形で統一し,会話しやすいように配慮した｡ま

た,家具も固定しておくのではなく,自由に組み合わせ

ることができる可変性を持たせた｡このような可変的な

家具配置にすることで,議論途中でも教師や他の生徒が

混ざることを促進させ,知のコラボレーションが増加す

ると考えられる｡図5は生徒達が議論している様子を撮

影したものである｡ 通常は1つの円形テーブルに4,5人

が座れる配置にしているが,場面によっては写真のよう

10人単位でもお互いの顔が見えるような空間を作るこ

とが可能になっている｡

図5 人数が多い時の家具配置

(5)議論 したことを残す仕組みを作る

In-cafeでの活動は授業と異なり,定期的に開催され

るわけでも参加者が固定されているわけでもないので,

議論した内容を非同期的に他の人に伝える空間デザイン

も必要となる｡ そこで,議論した内容のプロセスをその

まま残せるよう,可動できるホワイトボードを複数用意

した｡山内ほか (2010)によると,ホワイトボードは教

師による知識伝達とは別に,学生が議論した内容を保管

する役割もあり,これによって授業の連続性を生み出せ

るとしている｡In-cafeでの活動の様子はビデオやカメ

ラやTAの議事録などによって記録されているが,ホ

ワイトボードでは生徒の議論をそのまま連続させること

が可能なため,時間の経過と共に意見が増えたり,多様

な人との会話が行われると考えられる｡ なお,以前より

あったアクティブボードは廃棄せず,発表用として現在

も利用している｡ 図6はある時期のIn-cafeで議論して

いる内容を,たまたま訪れた生徒が眺めたり,自分の意

見を書いているシーンである｡

図6 ホワイトボードでの議論を非同期的に
進めているシーン

3-1-3 1ntelligentCaf6の初期の活動デザイン

初期のIn-cafeでは,生徒が主体的に活動し,知のコ

ラボレーションを体験して創造的に何かを作ることを体

験的に伝えるために,経験中心の運営を行った｡具体的

には,オープニングイベントしてIn-cafeの空間デザイ

ンを生徒達でしてみるというワークショップを行った｡

その際,教師は基本的には口を挟まず,生徒達だけでス

ケッチを措くようにさせ,最後にお互いのアイデアを発

表させた｡図7は実際のオープニングイベントの様子で

ある｡ また,書かれたスケッチやアイディアは黒板やホ

ワイトボードに貼り,できるだけ実際の環境デザインに

反映させることで,主体的な活動の重要性を認識させる

ようにした (図8)｡

-101-
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図 7 オープニングイベントでのワークショップの様子

図8 生徒自身の運営会議の様子

3-2生徒によるInteHigentCafeの運営と

コーディネーション能力の育成 (2012.5月～)

スタッフが10人程度集まったところで,5月11日に

スタッフ会議を開催した｡ここでは彼ら自身でIn-cafe

のコンセプトや役割分担を決めるように促した｡その結

莱,In-cafeでの運営スタッフの組織化としては企画班,

環境班,広報班が構成された｡具体的には,企画班は企

画の提案 ･募集,企画の準備,司会進行などを担当し,

環境班はIn-cafeの空間づくりや担当し,広報班はウェ

ブページの作成,各企画の広報を担当することになった｡

ただし,現在でも所属している班は決まっているものの,

スタッフの人数もそれほど多い訳ではないため,班の垣

根を越えて作業している生徒も多い｡生徒たちは昼休み

や放課後などにこまめにミーティングを開き (オープニ

ング期以外は,表1には記載は無いがミーティングは行

われている),表1に示したような小さなイベントの準備

を繰り返した｡

ミーティングではTAの池尻氏の指導の下,(1)生徒

の目標設定,(2)解決的コミュニケーション,(3)計画の生

成,(4)実行,(5)振り返り,(6)問題の提起,(7)ニーズの分析,

のサイクルを生徒達が主体的に実行できるよう心がけ

た｡以下では,このサイクルの各段階の概要と育成させ

たいと考えているコーディネーション能力,さらにその

ためのフアシリテ-ション方法について詳述していく｡

(1)生徒の目標設定

In-cafeでは ｢教えない｣ということを理念の1つに

しているため,教師やTAからやるべきことを提示す

る方法は取っていない｡そのため,彼ら自身が今何を議

論したいか,何を企画したいかを考えさせる時間を設け

ている｡ここで出た実際の目標としては,例えば ｢みん

なで創造的な議論ができるようにIn-cafeのレイアウト

をデザインしたい｣や ｢学校の先生から授業以外の話を
聞きたい｣などが挙げられる｡

なお,この段階は生徒主体の運営の起点となる重要な

部分である｡ この段階のフアシリテ-ションは,彼ら自

身がやりたいことについて言語化できるようにサポート

することに徹しており,彼らのやりたいことを引き出す

ための質問を繰り返し行うという方法を取っている｡

(2)解決的コミュニケーション

実際にやりたい目標が決まったとしても,予算や時間

的な制限が生じるため,そのまま実行することは難しい

のが実情であり,その制限の中で最良の選択を議論して

決めることが必要となる｡ 例えば,｢In-caf6のレイアウ

トをデザインしたい｣という目標に対しては,運営スタッ

フを始め,色々な生徒がホワイトボードに希望案を書い

ていたが,現実的には予算の関係で実行できないデザイ

ンもあった｡このような状況の下,運営スタッフの議論

では徐々に自分達のデザインしたいレイアウトを現実的

に行うための方法を議論するようになっていた｡

この段階はコーディネーション能力 ｢解決的コミュニ

ケーションカ｣を育成するものであり,議論を促進させ

るための方法面でのフアシリテ-ションに徹している｡

例えば,より多様な意見を出させるためにポストイット

を便わせたり,発言者が偏ってきたら話をしていない生

徒に振ってみたりするなどの方法を取っている｡ また,

議論を収束させる方法として,自分達の出したアイデア

の優先順位を付けさせたり,予算や時間などの制約条件

を意識させたりする質問を行うという方法も取っている｡

(3)計画の生成

制約条件の中で実行可能な目標が決まった場合は,計

画の作成を議論する段階に移行する｡ 例えば,｢学校の
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先生から授業以外の話を聞きたい｣という企画に対して

は,どの時間帯に行うか,どのような進行にするか,何

を話してもらうか,空間デザインをどうするか,どうやっ

て告知するかなどが議論されていた｡

なお,この段階はコーディネーション能力 ｢実行力 ･

計画性｣を育成するものであり,この段階のフアシリテ-

ションとしては,失敗しそうな計画を考えていても正解

は数えず,代わりに彼らの議論の記録を取ることに徹す

る方法を取っている｡ただし,実行に支障が出そうな場

令,例えば告知方法を検討していない場合のみ介入を行

う方法を取っている｡また,この段階では想像に基づい

て議論を繰り返すことが多々あったため,議論が煮詰まっ

たら実行に移すように促すという方法も取っている｡

(4)実行

計画が作成された後は,実際に自分達で実行するとい

う段階に移行する｡ ここでは生徒達が自分達で作成した

計画に基づき,手続きやイベントの準備 ･進行を行う｡

この段階もコーディネーション能力 ｢実行力 ･計画性｣

を育成するものであり,フアシリテ-ションとしては,計

画生成の段階で記録していた際にTAが懸念していた箇

所を重点的に注視し,記録するという方法を取っている｡

(5)振り返り

In-caf色の運営では,特にイベントの実施後には必ず

振り返りのミーティングを設けており,実行を通して計

画時に考えていた自分達の仮説が正しかったかどうかや

改善点について議論させている｡

この段階はこのサイクルにおいて最も学びを引き起こ

すことができる重要な部分であり,この段階のフアシリ

チ-ションは振り返りの質を高める工夫を行っている｡ 具

体的には,まず結果や感想をもとに生徒自身で議論をさせ

て改善点を出させ,TAが着目していた観点の振り返りが

行われていない場合は,計画の生成時の記録と実行時の記

録をもとに改善点を指摘するという方法を取っている｡

(6)問題の提起

以上の一連の活動とそこから得た学びを踏まえ,目標

の実行における新しい問題点を整理させるのが次の段階

である｡例えば,運営スタッフ間の連絡方法,広報の仕方,

司会の必要性,イベントでの議論方法などが挙げられる｡

この段階はコーディネーション能力 ｢現状把握力｣を育

成するものであり,フアシリテ-ションとしては,計画の

生成時の記録と実行時の記録,振り返り時の議事録をもと

に様々な改善点を提示するという方法を取っている｡

(7)ニーズの分析

問題の提起後は,ニーズの分析に移行する｡ この段階

では,より広い立場から運営の目標を再検討している｡

具体的には,イベントであればどのようなニーズがある

のかなど,運営スタッフ以外の立場も考慮しつつ,より

有用な活動を目指す活動が行われる｡

この段階はコーディネーション能力 ｢先見性｣を育成

するものであり,フアシリテ-ションとしては運営ス

タッフだけの目標だけでなく,例えば｢来る生徒のメリッ

トも考えてみよう｣というようにより広い利用者からの

観点を意識させる質問を行う方法を取っている｡

以後は,この7段階のサイクルを繰 り返しながら徐々

に新しい学びを増やし,コーディネーション能力を育成

するという方法を取っている｡

3-3 ｢カフェ討論会3.ll+560日の若者たち｣
(2012.8.22)

3-3-1｢BEIYoND311｣との協力

In-cafe活動の開始当初か ら,生徒の希望 により

｢BEYOND311｣という団体との交流イベントを実施し

たいと企画が動き始めた｡｢BEYOND311｣は東北地方

の復興支援を行っている学生団体で,災害を体験した東

北出身者の大学生 ･高校生を中心メンバーとしている｡

また復興支援で培ったネットワークを東北地方に持って

いることも特徴である｡

準備段階では,本校スタッフが集まって討論会のスケ

ジュール,討論形式,討論の内容などを議論し,原案を

作成した｡それをもとにBEYOND311のメンバーとの

合同ミーティングに臨んだ (図9)｡その中で今後の交

流イベントの練習の意味も込めて,練習イベント｢カフェ

討論会3.ll+560日の若者たち｣を8月22日に実施す

ることになった｡
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｢リアルな被災体験の共有｣･｢グループディスカッショ
ンおよびその共有｣,｢アクションの提言｣の3段階を打

ち立て,附高生および首都圏の高校生を広く集めて比較

的大規模なイベントを開催できないかと考えた結果,秦

2のタイムスケジュールで討論会が進められた｡

表2 当日のタイムテーブル

○タイムテーブル

9:00- 会場設営,打ち合わせ

12:30- 参加者来校

13:00- 開会,流れの説明

アイスブレイク (打ち解け合い)

13:30- 自らの被災体験について

BEYOND311の方の講演 (3名)

14:00- グループディスカッション

｢高校生はボランティアをすべきか｣

15:00- 休憩 (10分間)

15:10- 発表に向けてグループごとに調整

15:20- 各グループでの話し合いの共有

首都圏の高校生が先の震災を見つめる上で最も身近な

話題であるボランティアについて,テーマの設定したも

のの,｢高校生はボランティアをすべきか?｣を議題とし,
なかば神聖視されがちな被災地ボランティアは本当に良

いことなのか,もっと出来ることがあるのではないかと

いう疑問について話し合った｡図10は,参加を呼びか

けるパンフレットである｡

図10 カフェ討論会のパンフレット

このイベントへの一般参加者は12名 (附高生3名,

校外9名),BEYOND311スタッフ7名,In-cafeスタッ

フ5名であり,全参加者は24名であった (図11)｡

図11アイスブレークで和む参加者

3-3-2生徒たちのコーディネーション能力の変容

(1)現状把握カ

スタッフがまとめた企画の経緯を見ると,まず大枠と

して,当初から次の3つを立てている｡

1.リアルな被災体験の共有

2.グループディスカッション

3.2の共有 (およびアクションの提言)

この3段階を打ち立て,本校生および首都圏の高校生

を広く集めて比較的大規模なイベントを開催できないか

と考えた｡

そして,1についてはBEYOND311の大学生数名に

10分ほど講演して頂くこととした｡しかし,｢東北の学

生たちも体験を共有したいという思いがあると同時に,

思い出しなくない,苦しいという感情が介在しているこ

とを十分に考慮する必要性を意識した｡｣と記録に残っ

ており,具体的な企画を運営するに当たって,現状把撞

力は,著しく高くなっている｡ なおこれまでのイベント

同様,7段階のサイクルを繰り返して企画をより良くし

てこうという様子は習慣化している｡

(2)先見性

このような討論会ははじめての企画である｡ しかも震

災を扱うとあって,様々な観点から事前の議論をしてい

る｡ 記録には以下のようにある｡｢2については5名程

度の小グループを作り,提示したテーマについてそれぞ

れディスカッションを行うことを考えた｡｣しかし,そ

もそも誰をターゲットとしてイベントを企画するか,参

加者がディスカッションによって何を得ることを目的と

するのか,企画についての議論はそこから始めなければ

ならない｡様々な意見やバックグラウンドを持った人が

意見を出し合うことで何かが生まれることを期待するな

らば,小グループは多様な人から構成されることが必須
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である｡ また,このイベントに参加したことで,参加者

が自分の出来ることを実勢に考え,究極的には自分なり

のアクションや ｢夢｣に至れるとよい｡そのためにどの

ようなテーマが設定されるべきなのか,様々な話し合い

がもたれた｡参加者に応募段階で事前調査を行って関心

のある内容を教えてもらい,それをもとに複数のテーマ

を設定するべきではないか,グループを替えながらディ

スカッションを数パート行い,それぞれ別のテーマを設

定するべきではないかなどという意見が出された｡この

ように,討議での気配りや参加者の満足度を上げるため

の努力を事前に検討できている点は,素晴らしい能力の

獲得と考えて良いのではなかろうか｡

(3)実行力 ･計画性

スタッフは当初,本校生および首都圏の高校生を広く

集めて比較的大規模なイベントを開催できないかと考え

た｡しかし,ここまでの議論をした段階で,実際にやっ

てみないと分からない部分が多く,こうしたイベントを

催すノウハウが不足していることを痛感している｡ そし

て,BEYOND311の方との話し合いの上で,まず8月

に試行と経験蓄積を目的として小規模なイベントを開く

こととした｡これがすなわち8月22日に開催したカフェ

討論会である｡計画および実行に向かう段階でのこの決

断は,大変賢明で,小さな成功体験が次の企画を生む大

きな原動力となった｡企画では,｢3については各グルー
プのディスカッション内容のシェア方法をこちらから指

定することをあえてせず,模造紙やホワイトボード,パ

ソコンとスクリーンなどを用意し,そこまで各グループ

の裁量に任せよう｣とする独自の視点も打ち出している｡

このように,｢カフェ討論会3.ll+560日の若者たち｣

の実施で,イベント前の綿密な打ち合わせと準備により

①現状を把握し,②ニーズを分析し,③計画的に企画を

進めるという循環が具体化したと考えられる｡

(4)解決的コミュニケーションカ

震災復興という具体的な議論のテーマがあることで,

当初生徒には,あえて難しいテーマへ取り組もうとする

こだわりがあった｡テーマとして設定した ｢高校生はボ

ランティアをすべきか?｣は,｢誰をターゲットとして
いるか｣,ディスカッションによって ｢何を得ることを

目的とするのか｣という観点に立つとても難しいテーマ

であった｡このため,ディスカッションがどのような方

向に進むか予想がしにくく,各人がある特定の成果や結

論を得るというよりは,自身の震災との関わり方を真剣

に考える機会を提供したいという思いから,このイベン

トの終了時に ｢参加者一人一人が自分なりの考えを抱け

る｣という柔軟な目標設定としている｡ このように,討

論でも,必ずしも解決策を出さなくても意義がある点を

発見するに至っている点は評価できる｡

(5)ボーダレスな感覚

学校という一つのまとまった社会の中で,生徒たちが

ボーダレスな感覚を身に付けるのは大変難しい｡討論会

はある意味作られた環境であったが,一般参加者は12

名(本校生3名,校外9名),BEYOND311スタッフ7名,

In-cafeスタッフ5名という異質なメンバー24名の集ま

りであった (図12)｡この構成要素を生かし,スタッフ

は次のような考えを盛り込んでいる｡｢様々な意見やバッ

クグラウンドを持った人が意見し合うことで何かが生ま

れることを期待するならば,小グループは多様な人から

構成されることが必須である｣｡また ｢このイベントに

参加したことで,参加者が自分の出来ることを実勢に考

え,究極的には自分なりのアクションや ｢夢｣に至れる

と良い｣などである｡

しかしながら,BEYOND311の大学生3名による10

分ずつの講演のインパクトは大きく,被災した体験を共

有したいという思いがあふれる話し合いとなった｡

図12 カフェ討論会の参加者

以下に参加者の声を示しておく｡

○参加して良かったこと

･｢自分と同じように思って,動いて,感じている人

間が沢山いると感じたこと｡ ディスカッション会に

ありがちな 『だれた』様子が一切無かった｡すごい

と思う｡ いろいろと学んだ｡｣(原文引用)
･(自分と同世代の)被災地出身の方のお話が開けて

よかった (6名)

･自分の行動を見直すきっかけとなった (3名)

･内容が濃く,ぜひまた参加したいと思った (2名)

･ディスカッションというものから引き出されるもの
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について知ることが出来た

○期待はずれだったこと

･附高で行い,附高生と話したということの意義が薄

しヽ

･もう少し ｢ゆるく｣議論したい

○東北の学生から感じたこと

･｢被災者というくくりの中でも,思いや考えや経験

にはそれぞれみんな違うものがあるということが分

かった｡被災者という集団にアプローチすることも

大切だが,個を尊重し,一人一人の声を聞き,アプ

ローチすることも重要だと思った｡｣(原文引用)
･｢経験を生の言葉として話,それを私たちが聞くと

いう意義深さ｣(原文引用)

･｢同じくらいの歳で想像もつかないような経験をし

ていて正直絶句でした｡でも力になれることがあれ

ば何かしたいなと思いました｡｣(原文引用)
(評価)

運営スタッフは以下の点を成果としてあげている｡

･会やディスカッションの趣旨 ･意図を明確に示した

上で開催できた点

･違うバックグラウンドや考えを持った人同士が活発

に交流する場を作ることに概して成功した点

･結果として参加者それぞれに,3.11以後の自身を振

り返ってもらえた点

･終了後の参加者の満足度も高かった点

一方,反省点として以下を上げ,対策を検討してい

る｡

･本校生の参加率が低かった｡一般参加者についても

もっと様々な人に参加してもらいたい

-有効な宣伝方法を検討する必要がある

･1グループあたりの人数が多過ぎ,話の輪に入りに

くい人がいたり,話が続きにくかったりしたところ

もあった-机の配置やグループ編成の見直し

･ディスカッションをしてみるといくら時間があって

も足りず,会自体の終了時刻も予定より延長してし

まった｡

-タイムキーパーの必要性

･講演形式で被災者としての声を聞いた後,すぐに

ディスカッションに移ってしまったため,講演内容

への感想や考えを共有する時間が無く,ディスカッ

ションとの整合性も低かった

･これまで色々な支援活動を行なってきた人がそうで

ない人を啓蒙する場となってしまった場面があった

･｢これから｣よりも ｢これまで｣を話題としがちで,

支援活動非経験者は話しにくかった

-各人の経験や考えを聞くことは良いが,｢ではこれ

からどうしようか｣話題を転換する必要があった

(TAからの評価)

○次回にもつなげて欲しいと思う,良かった点

･最初に当日のプログラムの流れを先に見せている｡

･アイスブレイクで最初にフアシリテ一夕-が入って

口火を切って笑いを取っている｡

･アイスブレイクの結果を全体に共有できている｡ こ

れでグループ感が出る｡

･ディスカッションの意図を事前にきっちり説明でき

ている｡

･ディスカッションと発表準備の指示を分けたのは,

話す内容が小さくまとまらないようになったので良

かったと思う｡

･Kさんが全体の発表をした時,あまり喋っていない

参加者の意見も紹介していた｡ただ出来れば発表自

体は参加者にしてもらい,フアシリテ一夕-は補足

として拾われていない参加者の意見を紹介してあげ

る形が良いと思う｡

･生徒 0の班の発表は,参加者で発表を分担しつつ

行えていた結果なのか,意見が多面的で面白かった

と思います｡あらかじめ ｢みんなで分担しつつ｣と

指示しても面白いかもしれない｡

･最後の締めでうまくまとめつつ,今後の形も説明で

きていたので良かったと思う｡(フワッと終わると

何をLに来たのかわからない場合が多いので)

*皆さん,初めてのイベントなのにうまく動けてい

てびっくりした｡改善点として挙げたものは細か

い話なので,自信を持ちつつ次回に臨んで下さい｡

○改善点

･司会役がたまにいなくなっていたが,何か問題が

あっても前に立つ司会役は動かない｡司会とは別に

指示役を作っておく｡

･グループの人数が多くて-人当たりの発言量が減っ

ている｡ お互いに名前を覚えられる限界的にも3-

4人くらいが良い｡

･司会役はグループに混ざらず,全体を見渡しつつタ

イムキープをした方が良い｡

･ゲス トスピーチは思考の種になるので,その後の討

論のテーマに合うようバランス良くゲストを選んだ

方が良い｡今回だと,震災にあったけど募金くらい

しかしていない東京の高校生ゲス トにも話 しても

らった方が後の議論が活性化する｡
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･もし可能なら,スピーチだけでなく当時の写真など

をスライドで見せてもらってよりイメージを持たせ

る方法もあったと思う｡ もし今後ゲストと事前に打

ち合わせできる機会があるなら,会の主旨を話した

上で何を話すかや,どう見せるかも決めておくと良

いと思います｡

･フアシリデーターは必ずしも各グループでの司会に

ならなくてもいいので,最初だけガイドしたら後は

ハ引いておいて,箇所箇所で挺入れをする形の方が自

主的に話し合ってもらいやすくなると思う｡

･話し合いに参加しづらそうな人がいるので,その子

には話を振ってあげたり,少ない発言を拾ってあげ

たりして全体に質問として返してあげるなどをして

ディスカッションの中に入れてあげた方が良い｡

･各グループの発表は,フアシリテ一夕-よりも参加

者にしてもらった方が良い｡

･イベントの終わりの時間は出来るだけ守れるように

努力した方が良い｡(延長するとたまに後の予定が

あって途中で抜ける人が発生するので)大体,この

くらいで収まるだろうという時間+20分で組むか,

間に10分の休憩を挟むとうまく調節できる｡

カフェ討論会という一つのイベントを通して,学んだ

ことは多岐にわたった｡スタッフは日に日に自信を持っ

て動き出した｡事前の準備,PR活動,当日の運営,そ

して反省と対策｡イベント開催についての一つの枠組み

が整った感がある｡ 夏休み中の開催ということもあり,

一番苦労していた点はPR活動であったように思う｡In-

cafe全体での活動でも,学校全体に認知してもらうに

は課題が多い｡

執n¢afe

鮒 を､昏分のからだで感じる施

2072年17月238(負)～日月258 (El)

異隼 的軽重革 _･敵放免 は真意.T

参加者の手でこれから計画し.英行する旅行です.

少しでも (東北に行ってみたいJと患ったなら､

蒙ずはl㈹afeに足を運んでください｡ (辞しくは石-)

文王糞･毎払舟などを幹(.･-･朝の安用は由巴A担となります.現地蜜での恥 は榊 ､
現地でほLtまでの事態を予覚しています,その臥 せ冊はtぬfoユタ･Jフか也単粒紳 先
生.地中脚 虫垂まLCお魚払こどうぞ,
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書口応事方法口書

下の応碁用紙を切L)取って必藁事項を忠人し､In-bfeスタ

ッフに漣接渡すか､Ir7-bfOに放置されている申し込みBOXに

入れてください｡

塵軌;__2972秦8月2_8ELt為し

軒 rICqfe 応軌8紙

メ二ルアドレス _∴_ - __ -______:

応募数嘘

3-4 東北スタディツアー

夏のカフェ討論会を経て,｢被災地を見に来て欲しい｣

と言われたこと,｢東北を見ずに議論は出来ないと感じ

た｣ことから｢東北スタディツアー｣の計画が始まった｡

11月23日 (金)～25日 (冒)に石巻,気仙沼を中

心に訪問し,復興計画が進行している東松島エコタウン

構想の視察,石巻赤十字病院の訪問と災害医療に関する

講義,気仙沼における被災状況の調査,仮設住宅でのイ

ンタビュー,東北大学災害科学国際研究所における自然

災害科学に関する講義などを体験してきた｡企画を含め

生徒の変容に期待する所は大きい｡図13は,スタッフ

が作成し,生徒全員には配布した参加案内のプリントで

ある｡

314-1 東北スタディツアーの準備

東北スタディツアーの募集のPRは,中庭集会で直接

全校の生徒に呼びかけるとともに,全校生徒に参加申込

書を配布した｡また,募集の時点で,日程の他は,まだ,

ほとんど未定の状態であり,参加者自らが,企画に参加

し,訪問先を決めて行く作業が残されていた｡

SSH事業としての方針から,石巻赤十字病院の訪問

と東北大学災害科学国際研究所の訪問を決め,その後,

BEYONDO311からの助言で,東松島みらいとし機構

の訪問,雄勝町の視察,南三陸町志津川地区の視察の計

画が立てられた｡2日目の気仙沼での行動については,

企画から交渉まで,参加した生徒が手分けをして行っ

た｡また,訪問先でのお礼の挨拶もスタッフ以外の参加

者が分担して行ったことが,参加者の参加意識を高めた

と思っている｡

釈噂を挿｡粒あ締 ･1

旅行企画に参加しませんか?

9月7守B(a)～9拘2さ8 (*)

等白島休み frl-Cafeにてt
(億イベント熊健痔E3掛 噂せん)

･鮒 なたもIi塵取た好色上砂Å
･奥噂捗あ奇相と帯<伽だ亀か適う冨担るA
･わから砂もle鑑があ魯萌電貴国_払怒ふ阜Å

･寧_卓__?軽重婆を_曙 勢轟_ろ胞 e:8135品

⇒社でも大鼓迎3時豊塔も蜜だ押軸¢托t
内容:旅行の幹事寵乳 質姪応挙だけでなく

それぞれの行きたいところや活動のアイディアを出し合ったり

ちょっと行数計蘭を考えてみたり.気軌こ話しあいましょう!

車重虚底 最月並埠押野や い?でも亜姓臥tl牢すK__

もう鼻血を憩えていも人も､__車ずはJ世祖五g!=-足塵取 で阜r くだ卓也
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織 胤 柵 L'てい辞書1

図13 東北スタディ案内

-107-



東京学芸大学附属高等学校紀要 50

3-4-2 東北スタディツアーの概要

表3に東北スタディツアーの概要を示した｡今回の研

修旅行の最初の訪問先は,東松島市であった｡

表3 東北スタディの概要

<11月23日 (金)>
東松島みらいとし機構 (佐藤伸寿さん)

仮設食堂 (えんまん享にて昼食)

石巻市雄勝町 (遠藤見倫さん)

女川ホテルにて講演 (高橋正樹さん)

<11月24日 (土)>
南三陸町志津川地区 (佐藤慶治さん)

気仙沼市 (尾形沙樹さん)

復興屋台村で昼食,鹿折地区の視察

高校生と討議A/仮設住宅訪問B

オイカワデニム工場 (及川秀子さん)

女川ホテルでインタビュー (食文化)

<11月25日 (冒)>
石巻赤十字病院 (高橋邦治先生)

東北大学災害科学国際研究所

(佐藤健先生,今村文彦先生)

東松島市では,今なお水没したままになっている広大

な元農地や壊れたままの家屋など (図14),震災の爪痕

が残る地域の視察と未来に向けての準備を着々と進めて

いる行政の取り組みを中心に視察した｡東松島ふるさと

とし機構のエコタウン事業のプロジェクトマネージャー

の佐藤伸寿氏の話の中で,｢皆さんは 『瓦裸』とひとく

くりにして呼びますが,あれは皆財産だったのだ｣と言

う言葉に胸を打たれた｡東松島では,宝物をできるだけ

資源として再利用できるよう作業を続けていた｡

ホテルでは,蒲鉾の高政の高橋正樹さんから女川の被

災時の話を聞いた (図15)｡｢あと1m波が高かったら
死んでいた｡誤差みたいなもんじゃないですか｣重い言

葉である｡｢生き残った方々は同じく自分の生命を"誤差"

と思って生きてきたのだろうか?｣参加した生徒の感想
の中にこんな言葉が残されていた｡

図15 女川の被災状況を語る高橋さん

志津川を案内してくれた佐藤慶治さんの自宅は海から

200mほどの所にあった｡今は土台すらわからない｡津波

の襲来を最後まで伝えていた女性は,防災庁舎の3階で

大津波に呑まれて命を落とした｡建物は屋上のアンテナ

を残しすべての壁が流されている｡この建物は取り壊し

が決まったそうだ｡気仙沼では,海から1キロ以上離れ

た鹿折駅の目の前に大きな貨物船が打ち上げられている

(図16)｡震災の記憶を忘れないためのこのようなものを

残すのか｡鎮魂のために撤去するのか｡現地でも議論なっ

ていることを気仙沼高校の生徒と討議する機会を持った｡

｢話し合いの中で,震災のシンボルではなく,復興のシン

ボルを作りたい｣という現地の高校生の言葉が印象に残っ

た｡

図14 今なお水没したままの家屋 -108- 図16 鹿折地区の貨物船
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また,仮設住宅では,事前の連絡がないにも関わらず

大変親切に対応いただいた｡生活音が外に聞こえてしま

うこと,間取りの不便さなどに加え,仮設後の生活への

不安を直接聞くことができた｡

オイカワデニム工場は,何人もの被災者の受け入れ先

となったジーンズ工場である｡ 普段きれいな目の前の海

が津波となって地区を襲った｡引き並みとなって今まで

見たことのない海底まで見えてしまった恐怖を,写真を

見せてもらいながら話していただいた｡そして,高台に

ある工場には,みんなが逃げて来たこと｡ その中にたま

たまファミリーマートの配送の車とダイドードリンコの

水とお茶と満載にしたトラックがあったことがラッキー

だったことなど,被災後の民間避難所の様子を紹介して

くれた｡また,及川さんは,内閣府中央防災会議の委員

として復興への提言も行っていらっしゃるそうである｡

宿の女将さんには,食文化についてインタビューを

行った｡話は食の話にとどまらず,震災をホテルとして

乗 り切った様々な苦労を話していただいた｡｢震災後何

か変わったことはありませんか?｣という生徒の質問に,

｢何も変わっていません｣と言い切る姿に,しっかり歩

みを始められた自信がみなぎっていた｡

石巻赤十字病院は,石巻地区で唯一津波を免れた高度

救命医療機関であった (図17)｡震災時は東北一の搬送

数に対応しなければならなかったが,平時より多くの研

修により地震に対してシミュレーションしており,自衛

隊,DoCoMo,積水ハウス,地域の飲食業と連携を構築

していたことの説明を受けた｡医師になりたいという生

徒も参加しており,トリアージの実際の様子の映像など

を食い入るように見いっていた｡

図17 石巻赤十字病院の免震構造の見学

東北大学災害科学国際研究所では,｢日本は常に自然

のリスクを背負っている｣という視点で,減災を中心に

講演を伺った｡地震と津波の隣り合わせの日本という意

識は重要な観点である｡改めて今の東京に思いを馳せた｡

そして,本校の建物は本当に大丈夫なのだろうかと考え

なければならなかった｡

3-4-3 東北スタディツアーの事前事後アンケート

事前アンケートは往きの新幹線の中でとっている｡自

ら希望して東北スタディに参加した生徒の集まりなの

で,各訪問地への関心は高い｡5点法での調査では各訪

問地の関心度の平均は4.3ポイントとなっている(表4)｡

記述項目-の記載に関して,筆が重くやや書きにくそう

であった｡

東北スタディに参加したいと思った理由としては,｢自
分の目で見てみたい｣｢被災者の心の声を直に知りたい｣

｢東北の現状についてもっと知りたい｣などの記述が多

く見られた｡また,｢討論会に参加したことから｣｢ホー

ムステイした時,何も伝えらなかった｣｢行政や地元企

業が復興計画を問うなど多角的に震災 ･復興を見つめる

機会になる｣｢何かを感じて行動につなげたい｣｢ニュー

スを見て 『たい-んだ』で終わっていた｣など,具体的
な何かの切っ掛けを記載している例も見られた｡このよ

うな理由とは裏腹に,｢今の気持ち｣という投げかけに,

｢見てみたいと同じくらい不安がある｣｢不安が大半,自

信がない｣｢緊張している｣｢自分は何を感じ,東北の方

とどう接すれば良いのか｣｢正直に言えば楽しみより不

安が大きい｣｢どう接し,どんな風に言葉をかければ良

いのか｣など不安な気持ちを抱えているとの記載が目に

ついた｡

事後アンケートは,復路の新幹線の中で実施している｡

事前アンケートと同じ訪問先の満足度を5点満点で取っ

た所,その平均値は4.6ポイントとなり,ほとんどの生

徒が事前調査より評価をあげている (表4)｡特に,被災

体験を生々しく語っていただき,また,逆に ｢困ったと

きはいつでも助けに行くよ｣と励まされた講話のあった

訪問先の満足度は,いずれも非常に高かった｡一方で,

気仙沼市の｢復興屋台村｣と東北大学についての評価は,

事前の期待値より低かった｡｢復興屋台村｣に関しては,

もっと大規模な店舗をイメージしていたのが,空き地の

一角にプレハブの店舗が集まった小規模なものであり,

評価が低かったのかもしれないが,津波ですべてを失っ

た所から,観光で訪れた人や被災地で生活している人に

向けて商売を始めているということは,大変な前進であ
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るに違いない｡東京で生活し,渋谷や新宿などの繁華街

が生活圏である生徒たちにとってどう映ったのか,もう

少し聞いてみたい気がする｡

表4 事前アンケート･事後アンケートによる評価

関心度/満足度 事前調査 事後調査

東松島市の事業 4.3 4.6

雄勝町の視察 4.3 4.5

蒲鉾の高政の訪問と話 4.2 4.8

南三陸町の視察 4.6 4.7

気仙沼市街の視察 4.6 4.6

復興屋台村 4.5 4.2

気仙沼高校生との交流 4.2 5.0

仮設住宅訪問 4.4 4.7

オイカワデニム工場 4.2 4.9

石巻赤十字病院視察 4.2 4.5

東北大学での講義 4.4 4.2

BEYOND311との交流 4.1 4.7

石巻赤十字病院や東北大学での講義はSSH事業の一

環として,科学的な要素を高めえために取り入れた訪問

先である｡ 石巻赤十字病院での傷病人に対する組織的な

対応は,震災で亡くなられた ｢黒｣の対応も含め,整然

と行われていた｡想像を絶する忙しさの中,十分にご遺

体をきれいにすることもできないもどかしさの中,対応

された方々の心の負担はいかばかりであったのだろう

か｡石巻赤十字病院の対応の記録は,｢石巻赤十字病院

の100日間の記録｣や ｢東日本大震災石巻災害医療の全

記録｣の書籍の中で見ることができたが,実際に話を聞

くと,災害に備えての実践的な訓練体系が,年間を通じ

ての行事の中で構築されていることの素晴らしさを感じ

た｡しかし,生死の境目を乗り越えた体験談の講話に比

べ,その評価は伸びなかったのかもしれない｡同様に,

東北大学災害科学国際研究所での講義も,学術的見地か

らの地震や津波の発生のメカニズムや災害への備えとい

う内容であり,実際の被害のあった建物の前での構造に

ついての話や活断層そのものの調査などに比べ,インパ

クトに欠けたのかもしれない｡

今回の東北への訪問では,至る所で想像を超える津

波の被害の様子を目の当たりにした｡1年半以上たち,

残物は撤去されているにも関わらず,相変わらず水に浸

かったままの土地や,基礎だけ残った建物の痕跡をたく

さん見た｡もとっと早く訪問していると,また,違った

印象を得たに違いない｡また逆に,被災体験の講話につ

いては,今になってようやく語れるようになったことも

多かったのかもしれない｡

特に関心を持った訪問先の中から一部を紹介する｡

｢高政の高橋さんのお話が一番心に残りました｡目の

前で人が亡くなるなど,とても辛い体験をされたのに涙

ぐみながらも話して下さり,真剣に受け止めなくなけれ

ばと思いました｡｣｢あと1m波が高かったら死んでいた｡

『誤差みたいなもんじゃないですか｡』生き残った方々
は,同じく自分の生命を "誤差"だと思って生きて来た

のだろう｡｣｢オイカワデニムの工場｡何人もの被災者の

受け入れ先となったこの工場は,まさに 『助け合い』で

成り立っていると思った｡人というものは1人では生き

て行けないことを,身をもって分かったという及川さん

の話は,私の中で大切なものとなった｡｣｢石巻赤十字病

院です｡将来は医師になりたいと思っているので,トリ

アージの日下先生のVTRや医師や看護師さんたちが一

生懸命働いている姿を見て,改めて 『石巻赤十字病院の

100日間の記録』を読みたくなりました｡｣｢気仙沼の仮
設住宅で,プライバシーの確保が難しいようで,生活音

が外によく聞こえてしまうことに驚いた｡また,部屋の

間取りの不便さがあることを聞いてショックを受けた｡｣

｢東松島市のゴミの処理の早さに感動しました｡そして

訪問した場所の中で一番将来の計画が具体的に進んでい

たのでとても関心を持ちました｡｣｢人間の都合だけで自

然を変えていのかとおっしゃっていたのが印象に残っ

た｡｣｢陸地に乗り上がった船｡自分があくまで非被災者
であり,被災者の気持ちを完全に理解することができな

いことに気づいた｡｣｢東北大学の講義で特に印象に残っ

ているのは,『日本は常に自然のリスクを背負っている』
という言葉で,地震と津波と隣り合わせの日本でいかに

被害を減らせるかが重要なポイントでした｡｣｢私たちが

行った家のおじいさんとおばあさんが,とにかくやさし

くて,でもくよくよしてたってしょうがないって言う

けど,『がれきも財産』ってあったし,すべてあきらめ

なければいけないことが寂しいと思った｡｣｢南三陸町｡
ただのコンクリートのガレキとはとても思えなかった｡

『ああ,ここにも家があったんだな』『これは食器だろう
な』とはっきり分かった｡生活の痕跡が残っていた｡そ

れから片付いてもいないその土地には,新しい生活を頑

張っているんだよというメッセージがあった｡切り絵の

看板,プレハブのお店の跡や 『移転しました』という文

字 ･ ｡そういうものを見ていると無性にエールを送り

たくなった｡｣｢自分が今できることって,まずはもっと
身近なことなんだなと思った｡勝手に背伸びしすぎてい

た｡｣

計り知れない学びがそこにあったように思う｡
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4 活動の評価に向けて

4-1 lnte"igentCafeスタッフたちの変容

In-cafeスタッフを対象にした評価は2つの観点から

行った｡1つはスタッフ達が自分達で運営する中で何を

学んだかという点,もう1つはIn-cafeがスタッフに対

してどのような知のコラボレーション.の機会を提供した

のかという点である｡ なお,評価対象者はどちらも初期

から運営スタ ッフとして携わり,積極的に企画 ･活動を

続けていた2年生5人にしている｡そのため,本評価は

形成的評価の意味合いが強いことを注記しておく｡

(1)スタッフ達の学びに関する評価

スタッフ達が自分達で運営する中で何を学んだかにつ

いては,2012年11月に実施した質問紙の結果と,活動

記録や生徒自身が作成した議事録から評価を行った｡ま

ず,質問紙では ｢In-cafeの運営やイベントを通して学

んだことは何ですか?｣と ｢In-cafeで学んだことは普

段の授業や生活に影響していますか?｣の2点について
自由記述で回答させた｡

｢In-ca長の運営やイベントを通して学んだことは何で

すか?｣の回答についてまとめたものが表5である｡こ

れを分析すると,①企画を実行することの大変さ,②議

論やコミュニケーションの大切さ,の2つが中心になっ

ていることがわかる｡ これをコーディネーション能力に

照らし合わせると,特に ｢解決的コミュニケーションカ｣

と ｢実行力 ･計画性｣の2つの育成に効果があったと考

えられる｡

表5 ｢IntelligentCafeの運営やイベントを通して学ん

だことは何ですか?｣に対する回答
･会議やイベントの進行 ･企画段階をかける｡ 目的や意

義を明確にさせることの大切さ｡迷ったらいつでも立

ち返れる場所･アイデアを設定しておくことの必要性｡

人を集める･人を動かすことの難しさ｡自分の意見を

正確に伝えて理解してもらうことの難しさ｡ 他人 (ス

タッフ,イベント参加者の対象者)が常に自分と同じ

ように考えるわけではないということ｡ 手段が見つか

らなくても容易に目的 ･目標を妥協するべきではない

ということ｡(Aさん)

･企画を実行することの大変さ｡ 学校内外の人とのつな

がりが広がっていくことの楽しさ｡ 人が集まってくれ

たことに対する喜びなど｡(Bさん)

･新しい (面白い)発想を,という意識｡責任｡(Cさん)

･議論することの大切さ｡(Dさん)

自分の意見を持つことの大切さ｡ また,それを外部に

発信することの難しさ｡(Eさん)

次に,｢In-ca産で学んだことは普段の授業や生活に影

響していますか?その場合はどう影響していますか?｣

の回答についてまとめたものが表6である｡ これを分析

すると,①企画運営のノウハウ,②面白さへの意識,③

行動力の3つが中心になっていることがわかる｡ これを

コ-デイネ⊥シヨン能力に照らし合わせると,特に ｢現

状把握力｣と ｢先見性｣,｢実行力･計画性｣の3つのコー
ディネーション能力が,In-cafe外にも転移したと考え

られる｡

表6 ｢In-ca良で学んだことは普段の授業や生活に影

響していますか?その場合はどう影響しています

か?｣に対する回答

･人と人とのつながりというものを強く意識するように

なり,コミュニケーションの図り方など配慮するよう

になった｡議事進行や企画などにおいて,インカフェ

での話し合い時と同様,なぜいまこれをやろうとして

いるのか,なぜこれが必要なのか,本質は何なのか,

全員で共通認識できるよう努めるようになった｡(A

さん)

･いろいろなことを企画 ･運営していくうちに,委員

会で同様のことをしていた中学時代の自分の輝き (?)

を取り戻して生き生きしている｡ とにかくまずやって

みよう!と思えるようになった｡(Bさん)

･どうせ何かやるなら面白いことやりたいよね,という

意識が強くなりました｡授業でプレゼンをする時なん

かに活きます｡(Cさん)

･忙しいので時間の使い方がうまくなった｡(Dさん)

･行動力が養われて,校外で活動を行う機会が増えた｡

物事をより深く考えるようになった｡(Eさん)

このようなスタッフ達の学びは,活動の観察記録や彼

らが議論した内容の議事録と照らし合わせることでより

具体的に見えてくる｡例えば,｢企画を実行することの

大変さ｣や ｢議論やコミュニケーションの大切さ｣,｢企

画運営のノウハウ｣に関する具体例としては,議論の共

有方法の改善が挙げられる｡5-6月頃は各々がノート

に書いていた内容をまとめて直接配ったり,メーリング

リストで報告を行っていたが,度々議事録の共有が行わ

れなかったり,ミーティングに出られない道営スタッフ

が議論に追いつけなくなるという′問題が生じた｡そこで,
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夏頃に生徒 Bがポー トフォリオを用意し,一連の議論

内容をまとめて追えるようにしていた｡さらに秋頃にな

ると生徒Dがサーバー上に議事録の電子ファイルを-

カ所にまとめる改善策を取っていた｡このような一連の

改善は,彼らが企画をする上での議論やコミュニケー

ションの困難さを感じ,さらに対処するということを学

んだ事例だといえるだろう｡

また,初期の企画から一貫して生徒達が悩みながら取

り組んでいたものとして,人を集める方法が挙げられる｡

初期では1色刷りのビラを作成してIn-ca産に貼るという

方法を取っていたが,より目にとまってもらえる方法に

ついて検討し,夏頃にはイーゼルを購入して生徒がよく

通る場所を想定して設置するという方法を取っていた｡

図18は実際のイーゼルの準備場面である｡ また,8月

に実施したイベントは他校の生徒を集める必要があった

ため,今後のことも考えて自主的にIn-caf6のHPを作

成したり,ソーシャル ･ネットワーク･サービスの1つ

であるFacebookを使い,他校とのグループページを作

成していた｡このような一連の活動は,特に ｢現状把捉

力｣や ｢先見性｣に関係する企画運営のノウハウを学ん

でいることを示唆する事例だといえるだろう｡

また,運営スタッフ以外の人物と共同で進める企画の

ノウハウが身に付いたと見なせる事例もある｡ 例えば,

BEYOND 311や教師とコラボレーションした企画を実

際に実行できていた点を考慮すると,様々な調整を行い

ながら実行する力が身に付いたと考えられる｡

以上を総合すると,In-cafeでの運営はコーディネー

ション能力の育成に一意の効東があったと考えられる｡

図18 イーゼルを̀使った告知方法の工夫

ては,近年教育分野でも注目され始めている ｢社会関係

資本 (ソーシャル ･キャピタル)｣という概念が参考に

なる｡ 社会関係資本とは,フランスの社会学者ピェ-

ル ･ブルデューが ｢相互に面識があり認知しあう制度化

された関係からなる持続的なネットワークを保有するこ

とと結びついた現実的もしくは潜在的な資源の総体｣で

あると定義しており,この社会関係資本が豊かであれば

あるほど教育機会が増大し,特定のコミュニケーション

能力や教養などの相応の文化資本も高まると言われてい

る (菅谷 ･金山2007)0 In-caf台では多様な人々とのコラ

ボレーションが行われることを期待しているが,そのた

めには多様な人々とのネットワークの構築を支援できて

いるかが前提条件として重要となる｡

そこで上述した対象者と同じく,In-cafeの運営に積

極的に関わった2年生5人を対象に2012年11月に質問

紙調査を実施した｡具体的には,In-cafeが部活や委員

会や学内行事と比べて特徴的なネットワークを構築させ

ているかを測定するために,2012年4月～9月の間に

各組織において新しくコミュニケーションを取った ｢先

輩｣｢後輩｣｢教師｣｢学外の人｣の人数を質問した｡

その結果,各組織における結果は以下のようになった

(表 7)｡

(2)知のコラボレーションの機会提供に関する評価

In-cafeがスタッフに対 してどのような知のコラボ

レーションの機会を提供したのかについての評価軸とし
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表7 各組織における新しいコミュニケーション

部活

･同 学 年 :平均値8.0,

･先 輩 :平均値3.0,

･後 輩 :平均値8.8,

･教 師 :平均値2.0,

･学外の人 :平均値4.2,

委員会

･同 学 年 :平均値5.8,

･先 輩 :平均値2.2,

･後 輩 :平均値5.4,

･教 師 :平均値1.6,

･学外の人 :平均値2.0,

学内行事

･同 学 年 :平均値7.5,

･先 輩 :平均値3.8,

･後 輩 :平均値5.3,

･教 師 :平均値0.8,

･学外の人 :平均値2.5,

IntelligentCafe

･同 学 年 :平均値8.6,

･先 輩 :平均値5,

･後 輩 :平均値6.2,

･教 師 :平均値1.6,

･学外の人 :平均値11.8,

標準偏差7.5,

標準偏差4.0,

標準偏差2.1,

標準偏差1.8,

標準偏差4.1,

標準偏差7.3,

標準偏差3.9,

標準偏差4.0,

標準偏差1.9,

標準偏差4.0,

標準偏差8.3,

標準偏差2.6,

標準偏差1.9,

標準偏差 1.3,

標準偏差4.3,

標準偏差2.7,

標準偏差2.8,

標準偏差2.5,

標準偏差0.8,

標準偏差4.2,
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以上の結果をまとめたものが図19である｡ これを見

ると,同学年や先輩や後輩の新しいネットワークの構築

はどの組織においてもある程度増加している｡ しかし,

学外の人については ｢部活｣,｢委員会｣,｢学内行事｣と

比較してIn-cafeの組織において特に増加していること

がわかる｡

標本数が少ないため,この分析から一般的な結果を導

くことは難しいが,In-cafeで運営を行わせることによっ

て,部活や委員会や学内行事など既存の学校組織では構

築しづらいネットワークを提供しているといえる｡この

ように新しい社会関係資本につながるネットワークを提

供し,学外との知のコラボレーションの下地を提供して

いる点で,In-cafeは学校教育上特徴的な役割を果たし

うると考えられる｡

また,図19からわかるように,In-cafeの取り組みを

通しても,当初予定していた教師と生徒のつながりは増

加していない｡この点については ｢4-3本校職員の変

容｣で詳述する｡

2
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1

1

8

6

4

ウ
〟

鞍委員会

兼学内行事 鶴Ⅰncafe
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図19IntelligentCafeとその他の組織による人のつながりの増加度合い

4-2 本校生徒の変容

本校の生徒がIn-cafeに対して,どのような印象を持っ

ているかを調査するために2012年11月に全校生徒を対

象に質問紙調査を実施した｡回答数は946名であった｡

図20IntelligentCafeのイベントへの生徒の参加

まず ｢In-cafeに行ったことがありますか? (企画に

参加したことがありますか?)｣の問いに対して ｢はい｣

が670名で71%という結果となった｡しかし,この中
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にはパンのテス ト販売や3年の空き時間の自習での利用

も含まれるため,純粋なイベント-の参加者を求めると

21%となった (図22)｡なお,3年生の空き時間でのIn-

cafeの利用者は124名おり,学年の半数近 くが自習ス

ペースとして利用していることになる｡ したがって,大

学からの公開講座などの案内をIn-cafe内部でも掲示し

ているが,掲示場所として定着すれば効果が期待できる｡

しかし,イベントに関しては,宣伝があまり伝わって来

ないという意見もあるので,PR方法は課題である｡

また,参加したイベントについて複数回答で選んでも

らった結果が表8である｡ 上位のものは,｢恋愛論｣62名,
｢東北地方写真展｣33名,｢In-Cafeをデザインしよう!｣

28名,｢太陽メガネをつくろう｣27名であった｡

教員の トークイベントの中でも,｢恋愛論｣は,イー

ゼルでの宣伝から口コミで広まり,インカフェに入りき

らない程の数の生徒が詰めかけた｡各学年から参加は

あったが,特に3年生の参加者が多く,全体の半数を占

めた｡｢東北地方写真展｣については,1年の授業の中
で取 り上げられたこともあり参加者が多かったようだ｡

また,｢In-Cafeをデザインしよう!｣と ｢太陽メガネを

表 8 イベントに参加した生徒の数

①Ⅰn-cafeをデザインしよう! 28

②太陽メガネをつくろう! 27

③読書会 5

④YaleUniVersity来校 9

⑤ジャズ研演奏会 18

⑥落研落語+クイ研クイズ大会 23

⑦七夕を楽しむ! 9

⑧座談会 .教育実習生と話そう! 5

⑨SSH発表会プレゼンリハーサル 4

⑲クロアチア化学教員来校 ll

⑪トークセッション ｢異文化体験｣ 12

⑫心理学講座 5

⑬東大女子進学率を上げる! 10

⑭カフェ討論会 ｢3.ll+560日の若者たち｣ 6

⑮ ｢宇宙に知的生命体はいるか?｣ 12

⑯ ｢恋愛論｣ 62

⑩カンボジアシンポジウム説明会 5

⑱辛夷の文化継承について 8

⑲東北地方写真展 33

つくろう｣は,初期の活動であり,生徒の関心度が高かっ

たものと思われる｡ 特に部活動の行われる放課後の企画

に関しては,参加できないとの意見が多かった｡アンケー

トの作成後に,生徒からの提案で始まっている昼休みの

10min.talkはほぼ満員の参加者を毎回集めている｡

次に｢イベントに参加してどんな良い点があったか ?｣
について複数回答で選んでもらった (図21)｡ 多くの意

見が集まったものは,⑧楽しいと①新しい知見に接する

ことができる点でであった｡②授業では得られないこと

が学べる点や④先生の違った面が見られたなど,参加し

た生徒の満足度は高いようだ｡

q金野に●如したことでど0よさな恥 点ヽがあり事したか?
昏 淵 之O 冶 磯 さ始 め 神 助 宅姶 主鎖

①細払 噸 渡

②金轡琴恵愛讃

凍横兼で静亀仇敵 ゝ

㊥先盤斡連想た藩

尊卑兎感激 鼓

索車免を尭秦

野解瀕k禁漁

fli)並しい
㊥尊藤懸

図21 イベントに参加して良かったこと (生徒)

次に ｢生徒がイベントを知るためにはどのような広報

が有効であるか?｣を実際にどうしてイベントを知った

かで,複数回答で選んでもらった (図22)｡生徒の中で

は口コミが一番効果的であったようだ｡次いで(参イーゼ

ルや①ポスターも高い数字を示しているが,これらを総

合的に活用した宣伝は欠かせないものであろう｡一方で,

④配布された印刷物では情報を伝えることはできるかも

しれないが,数多くのイベントを毎回,生徒全体に配布

する訳にもいかない｡インカフェ専用の掲示板や,1週

間や1ケ月単位のスケジュール表を示すなどして,少し

でもIn-cafeに足を向かわせることはできないのだろう

か｡また,イーゼル中心の広報により,口コミが広まれ

ば,広報活動としては成功とも言える｡ 今の段階では,

⑤In-cafeのホームページやSNS･Facebookのような

広告媒体は整備しきれていない状況で,効果が少ないと

認識されているが,スタッフの間ではメールでの伝達が

中心となっている｡ 今後,スタッフが口コミの発信源と

して機能してくれれば,これらの媒体による広報活動も

より効果を増すように思える｡
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qイベント杏ど曲ような盛昔で知Lj鼓したかす

¢ 1* 20 2拍 噸 58 位 n 尊さ

愈 ポ温容-

② イ-ゼル

(:讃7日コミ

㊦乾布坪瀦葡

㊥ホームページ

や費帝蝕

図22 企画のために有効な広告

4-3 本校教職員の変容

本校の教師がIn-cafeに対して,どのような印象を持っ

ているかを調査するために2012年11月に質問紙調査を

実施した｡回答数は27で,本校教師の50%ほどの回答

率に留まった｡その結果,In-cafeの活動に対して積極

的な意見が多く集まる結果となり,実感とはかけ離れる

結果となってしまった｡今後調査の手法についても検討

課題である｡

まず ｢In-cafeに行ったことがありますか? (企画に

参加したことがありますか?)｣の問いに対して ｢はい｣
が70%という結果となった (図23)｡仮に回答を得られ

なかった教師28名がすべて ｢いいえ｣だったとしても

30%ほどの教師は参加したことになる｡4-1でも述べ

たように,スタッフにとってもIn-cafeが教師と出会う

機会になっていないことから,図23で示したほど教師

の参加率は良い訳ではない｡

図23 教師のIntelligentCafeの利用状況

また ｢参加または見学したイベントは何ですか｣につ

いて複数回答で選んでもらった｡上位のものは以下の通

りである｡

｢恋愛論｣ 9名

｢In-Cafeをデザインしよう!｣ 7名

｢宇宙に知的生命体はいるか?｣ 7名

｢東北地方写真展｣ 7名

教師のトークイベントを中心に人気が集まる結果と

なった｡また上位の3つは,特に十分に宣伝が行うこと

が出来た企画であり,宣伝の効果により教師の参加が促

されたと考えることも出来る｡

次に ｢生徒がイベントに参加することでどんな良い点

があると考えますか?｣について複数回答で選んでも

らった (図24)｡多くの意見が集まったものは,③授業

では得られないことが学べる点と①新しい知見に接する

ことができる点で,本校生徒の意見と｣致する結果と

なった｡

屯数艶が疲轟き芯添鹿骨鼠と髄 *歳尊密漁的疲蝕 慈恵考盈ませか官
尊 3 遵 轟 音 W ま2 ま苑 生島 ま菖 二始 ま3

粒砺Lも甥浪

尊勉学尊皇繋統

領噸策野津娩 ない

墜煉凍戯轟'紙 帝

①噴泉滋潜像

埠準え告発義

母 絡鮮度双発

壌浦は～

度薄感触

図24､生徒が企画に参加することの良さ

それに対して,4-1で示したようにスタッフたちには

In-cafeが外部の人たちと交流できる場であるという認

識が大きいようであり,教師や一般生徒との間に差異が

見られる結果であった｡この事実からも校内にいる教師

や生徒にとっては,外部との交流活動 (例えば ｢カフェ

討論会3.ll+560日の若者たち｣や ｢東北スタディツ

アー｣)の成果がそれほど目に触れていないことを示し

ている｡ ここからもIn-cafeの活動成果をどのように校

内に還元していくかという課題が見える｡

次に ｢生徒がイベントを知るためにはどのような広報

が有効であると考えますか?｣について複数回答で選ん

でもらった (図25)｡意見が集中したものは,②イーゼ

ルや①ポスターであった｡④配布された印刷物では情

報を伝えることはできるかもしれないが,In-cafeに足

を向かわせるほどの効果はないということなのであろ

う｡ スタッフたちのもそのように考え,イーゼル中心の

広幸鋸二万第を変えている (図18参照)｡逆にその広報活

動の結果が図25のような教師の認識に繋がっていると

言える｡ その反面,⑤In-caf6のホームページやSNS･

Facebookのような広告媒体は整備しきれていない状況

で,効果が少ないと認識されている｡今後,これらの媒
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体による広報活動も整備すべきであろう｡

砲金艶が才堵お嫁 知る敦盛に練､潜めよき餐鼓敦柵 翁背鼻愚息葡亀帯留敵背
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さ)ポスター

㊦イーゼル

③nコ三

尊..腰帯印潮軸

㊧癖-ふ鵡-繋

彊)そd)他

図25 生徒が企画を知るために有効な広告

4-4 ｢知 (inte=gence)のコラボレーション｣

における歴史的視点の重要性

本校のSSHにおけるIntelligentCafeの活動の推進お

よび評価を行う上で,近代社会の形成において ｢知｣を

獲得するプロセスに関する歴史的な視点が重要である｡

どのような活動においても先人の偉大な業績を踏まえて

行うことは当然のことである｡ 英国では個人主義の精神

が行きわたる中で,アイザック･ニュートンの ｢プリン

ピキア｣からスタートした ｢科学革命｣,および,アダム･

スミスの ｢富国論｣によりもたらされた ｢経済革命｣が

誕生した｡英国では,このような思想を吸収した自由な

精神をもつ起業家と科学者のコラボレーションにより,

新しい発見や発明が製造業,航海術,鉱山業など様々の

分野で活用され,産業革命がもたらされた｡このような

｢知のコラボレーション｣の伝統は,英国のその後の科

学技術の発展,そして国の繁栄を支えることになる｡

4-4-1 lntelJigentCafeとしての英国の

コーヒー･ハウス (17後半～18世紀)(Standage,2005)

コーヒーは,17世紀半ばの英国でいち早く飲まれる

ようになり,その後にヨーロッパ全土に広がった｡カフェ

(英国ではコーヒー ･ハウス)は,科学者,実業家,作

衣,政治家の情報交換の場となった｡1700年ごろまで

にロンドンだけでも数百のコーヒー ･ハウスが誕生し,

それぞれ特定の政治的立場やビジネスに関心を持つ人が

集まり,独自のニュースレターやパンフレットが配布さ

れるようになった｡科学者ロバー ト･フック (Robert

Hooke)の日記 (1670年代)には,60軒ものコーヒー ･

ハウスに出入りしていたことが記録されている｡ フック

は,それぞれのコーヒー ･ハウスを学問的な議論,精密

機械メーカーとの交渉,科学的な実験の場などとして使

い分けていた｡

コーヒー ･ハウスにおける知のコラボレーションは,

数々の輝かしい科学的な発見,思想の誕生,およびビジ

ネスの創出に貢献している｡ コーヒー ･ハウスでのフッ

クとハレー (EdmondHalley)らの重力に関する議論が

ニュートンによる ｢プリンキピア｣の執筆と出版を促し

た形になったと言われている｡ また,科学革命をもたら

したニュートンの ｢プリンキピア｣に匹敵する革命を経

済界にもたらしたアダム ･スミスの ｢富国論｣はコー

ヒー ･ハウスで執筆された｡執筆した本のチャプターを

コーヒー ･ハウスで配布することにより,様々な批評や

コメントを得ることができた｡また,コーヒー ･ハウ

スにより創出された新しいビジネスの一つの例として,

EdwardLloydが船やその積み荷のオークションを行う

ために開いたコーヒー ･ハウスが,現在,世界的な保険

会社 Lloyd'sofLondonの前身となったことが挙げられ

る｡

4-4-2 キャベンディッシュ研究所(Cav加 idlLatxxatory)

の自由聞達な風土 (19世紀後半～20世紀)

英国では,上述の知的な議論や新しいアイディア創出

の場としてのコーヒー ･ハウスの役割は18世紀で終わ

りを迎えるが,その後,様々な形で受け継がれていく｡

英国の大学の談話室がその一つの例である｡ キヤベン

ディッシュ研究所を舞台として繰り広げられるDNA二

重らせん発見の物語から,英国での知のコラボレーショ

ンにおける自由閥連な風土を感じることができる (ワト

ソン,1968)｡ キヤベンディッシュ研究所は,物理学者

ヘンリー ･キヤベンディッシュを記念してケンブリッジ

大学における物理学の研究教育機関として1871年に創

立され,歴代の所長であるトンプソン,ラザフォード,

ブラックらを始めとして,29名がノーベル賞を受賞し

ている｡ また,物理学の研究所であるにも関わらず,ノー

ベル医学生理学賞,および化学賞の受賞者を数多く輩出

していることからも,その自由で創造的な風土を垣間見

ることができる｡

4-4-3英国における ｢知のコラボレーション｣の

_歴史が教えること

英国で見られた自由で創造的な風土は具体的にどのよ

うに生まれたのか?それは,変わった考え方や突飛な発

想を受け入れ,ある時はそれを賞賛し後押しすることが

考えられる｡ 新しい ｢変わった｣発想を生み出すのは多
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くの場合 ｢変わった｣人であるが,このような人を暖か

く見守り,楽しむ文化が英国に限らず西欧にあることが

感じられる (塩見,2012)｡IntelligentCafeの活動では,

生徒の柔軟な発想を育成することが目標になっている｡

生徒を暖かく励ますことももちろん重要であるが,何よ

りも常識や既成観念を押し付けないことにより,自由な

発想を育てることが重要であると考える｡ 生徒たちがこ

のような既成観念にとらわれない自由な発想を共有でき

た時に初めて｢知的Intelligentな｣議論が行われ,真の｢知

のコラボレーション｣が可能になるのではないかと考え
る｡

5 Inte=gentCafeの今後の可能性 ･課題

5-1 TAの立場から考える今後の課題

TAは主に初期の環境デザインと生徒主体の運営に対

するフアシリテ-ションを行った｡そこで,形成的な評

価結果を踏まえた上で,TAの立場から考える今後の課

題を整理する｡

まず最も重要な課題点としては,環境デザインの5つ

の方針のうち,(2)リラックスできる工夫を施す,がほと

んど達成できていない点が挙げられる｡In-cafeの空間

デザインでも述べたように,偶発的なメンバーでのアイ

デアが構築されるにはリフレッシュゾーンの性質を帯び

ている必要性がある｡ そのため,本来は常に飲み物が飲

めたり,お菓子を食べながら雑談ができたり,好きな雑

誌を読んでくつろげるスペースにする必要がある｡ しか

し,現状のIn-cafeは日常的に創造的な議論を行う場と

いうよりは,特定の日時にイベントが開催されるライブ

ハウス的な位置づけになっている｡ この原因としては,

予算や学校文化の制約があると考えられる｡ 例えば初期

にTAが中心となって行ったワークショップでは,坐

徒自身にIn-cafeの環境デザインをしてもらい,実際に

多くのアイデアが出されたものの,予算や学校文化上,

実現困難と見なされて却下されたものも多い｡そのため,

環境デザインについては生徒主体ではなく教師間で議論

を重ね,学校文化を保ちつつ自由度を保証するラインを

明確に決める必要があるといえる｡ ライブハウス的なイ

ベントのみの運営は本評価で明らかになった学びは促せ

るものの,知のコラボレーションを継続的に行う際には

この課題の解決は急務だと考えられる｡

もう1つの課題点は,運営スタッフの体制である｡ 本

年度の取り組みではIn-cafeの運営の多くを生徒に任せ,

自主的に組織化をさせて運営させた｡そのため,最初は

主に2年生と3年生を中心とした10数人のメンバーが

企画班,環境班,広報班の3つに分かれて運営していた

が,7月頃からは主に5人の2年生と1人の1年生が中

心メンバーとなって3つの班を同時にこなす体制に移行

していた｡この原因としては,3年生が受験で忙しくなっ

たこと,一部のメンバーで議論を進めることにより最新

の議論に追いつけなくなったメンバーがいたこと,各班

に分けて運営すると足並みがずれて運営スピードが落ち

ること,の3つが考えられる｡ そのため,運営チームの

人数はある程度絞り,代わりに相互に意思疎通する必要

性がない状態で複数の運営チームを構成する方法を導入

するなどして,より多くの生徒達が自分達の興味に沿っ

て参加期間を設定し,自由にIn-cafeの運営に携われる

ような体制を提示することが必要だといえる｡ これを行

うことにより,より多くの生徒に対し,形成的評価で示

した学びやネットワークの構築を支援することができる

と考えられる｡

5-2 教師の立場から考える今後の課題

4月より開始したIn-cafeの活動を評価してきたわけ

であるが,現在,In-cafeの抱えている課題は主に以下

の2点であると考える｡

1つ目は,活動に対する評価方法の確立である｡ 特に

コーディネーション能力の評価に対しては,現在実施し

たような質問紙調査やミーティングの記録の分析が今後

も中心になる｡ 継続的に生徒の様子を記録に取り,そ

こから生徒の能力の変容の様子を,客観性を保ちつつ,

検証していかなければならない｡In-cafeの活動と共に,

コーディネーション能力の評価手法も継続的な研究課題

と言える｡

2つ目は,In-cafeの活動の還元性の問題である｡ 現在

の所,In-cafeの活動による直接的な恩恵は一部のスタッ

フと希望者の生徒のみに留まっている｡4-2でも述べたよ

うに生徒の21%しかIn-cafeを利用していない状況であ

る｡ 今後どのようにIn-cafeの活動が校内の全生徒,教師

たちに波及させていくかが,今後の課題と言えよう｡ 具

体的な方策としては,現在立ち上がった企画を継続的に

続けていくことが重要であろう｡ 初年度である今年は企

画を実施することに重きが置かれ,知 (intelligence)の

コラボレーションを体現できるほど質の高い企画は少な

かったと思われる｡ 今後は適切な企画の間隔を模索し,

十分な告知･宣伝をし,実り多い企画を実践していきたい｡

また本校の文化の一つとなるように徐々に根付かせてい

く工夫を生徒 ･教師ともに行っていきたいものである｡

5-3 lnteHigentCaf6の今後の可能性
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一般的な生徒会活動以上に,In-cafeでの活動はコー

ディネーション能力の育成には有用であると考える｡ な

ぜならばIn-cafe運営には多くの決定を自分たちでして

いかなければならないためである｡ コンセプト決定,空

間デザインの決定,企画の立案や運営など,多くの人の

意見を汲みつつ,合意を形成し,決定していかなければ

ならない｡生徒会活動以上に自由度の高い活動が多く,

生徒たちは (教師も含め)様々な場面で柔軟に活動する

ことを求められる｡ また今までに無かったものを新たに

生み出す活動も多いため,生徒たちが活動を通して得ら

れる躍動感,達成感,充実感も計り知れないだろうと考

える｡

現代,そして未来に求められる人材は,本校SSHの

理念にもある通り,新たな価値観を生み出す創造性豊か

な人材である｡ そのためにも既存の枠を飛び越え,新た

なものを創造する体験が教育の場にも必要であることは

言うまでもない｡さらにデジタル化,効率化がより進ん

でいく社会においては,それに対応しうるだけの人間性

や柔軟性,コミュニケーション能力がより必要性を増す

ことだろう｡ 単純なコミュニケーションだけでなく,人

と人をつなげる能力であったり,人と新たにつながる能

力であったり,ヒューマンネットワークを意識したよう

な新たな形のコミュニケーションが求められる｡

以上のようにIn-cafeが総合的なコミュニケーション

能力であるコーディネーション能力の育成の場であると

共に,生徒たちの既存の概念を打ち破る実験室の場とし

て発展していくことを願っている｡ またそのような場が

学校教育活動の中から生まれるかという実験の場でもあ

り,実り多い活動の発信が出来ればと考えている｡

6 おわりに

SSHをさらに発展させて行くには既成概念を打破す

ることが不可欠である｡In-cafeを1年間運営してみて､

文系理系を問わず､自由に意見を交わす場の有効性を改

めて強く感じた｡SSHという枠組みは､ややもすると｢

理系のスペシャリストの育成だけ｣に特化されてしまう

傾向がある｡ しかし､真のスペシャリストは､そんな枠

は既に超えている｡むしろ理系にとっても文系の素養は

欠かせない時代になっている｡ グローバルな感性は異文

化との出会いによって醸成される訳である｡｢それは理
系でないからダメ｣とブレーキをかけるような対応は､

その可能性を狭めてしまうことは明らかである｡

学校という風土の中には様々な既成概念が存在する

が､それらを積極的に打ち破 り､自由な発想を生み出

す場としてIn-caf6を運営できたことは大変有り難いこ

とである｡ 様々な分野の先生方の協力を得て､恒常的に

In-cafeが機能する場となることを期待したい｡
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